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２ 検定（検査）業務 

（１）検定（検査）の概要 

取引や証明に使用する特定計量器は、原則として検定を受け、これに合格したものでなけれ

ば使用することができないこととなっている。 

検定は、特定計量器の種類や型式の有無により経済産業大臣、都道府県知事が行っており、

また、電気計器は日本電気計器検定所が、環境測定用などに使用される特定計量器は指定検定

機関である一般財団法人日本品質保証機構が、主体となって検定を実施している。 

過去３年間の検定検査の実績は次のとおりである。 

 

２０２２年（令和４年）度 検定等種類別手数料               （単位：円） 

 

 

最近３カ年の検定（検査）実績 

              年 度 

  種 類 

2020 年度 
（令和 2 年度） 

2021 年度 

(令和 3 年度) 
2022 年度 

(令和 4 年度) 

個 数 不合格数 個 数 不合格数 個 数 不合格数 

タクシーメーター装置検査 1,253 15 1,127 7 1,241 12 

質 
 

量 
 

計 

電気式はかり※１ 392 0 404 0 345 0 

その他の手動式はかり 0 0 0 0 0 0 

手動指示併用はかり 0 0 0 0 0 0 

ばね式指示はかり※２ 0 0 0 0 0 0 

その他の指示はかり 0 0 0 0 0 0 

分  銅 0 0 0 0 0 0 

計 392 0 404 0 345 0 

温

度

計 

抵抗体温計 2,291 4 0 0 0 0 

ガラス製温度計 7 0 0 0 12 1 

計 2,298 4 0 0 12 1 

体
積
計 

水道メーター 20 0 66 0 60 0 

燃料油メーター 740 2 708 2 779 5 

液化石油ガスメーター 13 0 8 0 6 0 

計 782 2 782 2 845 5 

圧
力
計 

アネロイド型圧力計 1,778 0 1,471 0 1,793 2 

アネロイド型血圧計 0 0 0 0 0 0 

計 1,778 0 1,471 0 1,793 2 

総  計 6,503 21 3,784 9 4,236 20 

※１ ２０１５年（平成２７年）４月１日の計量法改正により、２０１５年（平成２７年）７月１日以降は「電気

抵抗線式はかり」「誘電式はかり」「電磁式はかり」については「電気式はかり」に統一。 

※２ ２０１５年（平成２７年）４月１日の計量法の改正により、２０１５年（平成２７年）７月１日以降は「ば

ね式はかり」を「ばね式指示はかり」に改める。 

区 分 ﾀｸｼｰﾒｰﾀｰ 質 量 計 温 度 計 体 積 計 圧 力 計 総 計 

手 数 料 868,700 909,000 840 1,818,010 201,030 3,797,580 
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【主な特定計量器の検定証印の有効期間】 
タクシーメーター              １年    

  ガス（都市ガス、プロパンガス）メーター  １０年 
    水道メーター                ８年 
    燃料油（自動車等給油）メーター       ７年 
    液化石油ガスメーター            ４年 
    積算熱量計                 ８年 
    電力量計（家庭用普通電力量計）      １０年 
    振動レベル計                ６年 
 
 
（２）タクシーメーターの装置検査 

２０２２年（令和４年）度検査実績は1,241台であり、対前年度と比べると１０．１％増加し

た。 

 
なお、本県では装置検査に合格したタクシーメーターには見やすい箇所に有効期限シールを

貼付し、使用者および利用者にも注意の喚起に努めている。 
 
 
         タクシーメーター装置検査       タクシーメーターの有効期限シール  

                      (２０１９年(平成31年・令和元年)度から有効期間の表記を西暦に変更した。) 
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（３）質量計 

質量計の検定は、本県では２０１７年（平成２９年）度より電気式はかりのみとなっている。 

総個数については、対前年度と比べると１４．６％減少した。  

 
 

（４）体積計 
体積計の検定は、下図に示すとおり燃料油メーターが総個数の大半を占めている。 

総個数については、対前年度と比べ８％増加した。  

 
なお、本県では燃料油メーターの見やすい箇所に検定有効期限シールを貼って、使用者およ

び利用者にも注意を喚起しており、有効期間７年用のシールは燃料油メーターのうち自動車等

給油メーターに、有効期間５年用のシールはそれ以外の燃料油メーターに貼付している。 
 

        検定有効期限シール                   燃料油メーター検定 
(2019年(平成31年・令和元年)度から有効期間の表記を西暦に変更した。) 
 
  

 
 
 
 
 

有効期間５年用      有効期間７年用 
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（５）圧力計 
アネロイド型圧力計の検定実績の推移は、以下のとおりである。 
総個数については、対前年度と比べると２１．８％増加した。 
 

 
 

 

（６）温度計 

温度計の検定実績の推移は、以下のとおりである。 

 本県では体温計製造事業者が存在するが、２０１７年（平成２９年）度と２０１８年（平成３

０年）度については製造・出荷はされておらず、検定実績なしとなっていた。 

 しかしながら、２０１９年（平成３１年・令和元年）度より新型コロナウイルスの影響により

体温計の製造・出荷が一時的に再開されたことから検定を行ったところであるが、２０２１年（令

和３年）度以降は、温度計のみの検定となり実績はわずかとなった。 
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３ 基準器検査 

基準器は、検定、検査に用いる器具、機械または装置である。また、製造、修理事業者等に

おいては、製品の検査設備として用いられている。 

基準器は、種類により経済産業大臣または都道府県知事が検査を行い、これに合格したもの

については基準器検査証印が付される。 

過去３年間に本県が行った基準器検査実績は、次のとおりである。 

 

基準器検査実績 

種     類 

2020年度 
（令和２年度） 

2021年度 
（令和３年度） 

2022年度 
（令和４年度） 

検査個数 不合格数 検査個数 不合格数 検査個数 不合格数 

 基 準 は か り 0 0 0 0 0 0 

 一 級 基 準 分 銅 228 0 265 0 65 0 

 二 級 基 準 分 銅 459 0 470 0 411 1 

 三 級 基 準 分 銅 346 0 409 0 336 0 

小計 1,033 0 1,144 0 812 1 

 液体メーター用基準タンク 1 0 0 0 0 0 

 タクシーメーター装置検査用基準器 4 0 0 0 0 0 

計 1,038 0 1,144 0 812 1 

※県、特定市分は除いています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


